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525kV,1′200MVA低インピーダンス変圧器

火力･原子力発電所は常時高出力で

運転されることから,それに使用され

る昇圧用主変圧器には高負荷領域で効

率が高い,いわゆる鉄機械化が要求さ

れる｡対象とする電力消費地が遠方に

ある発電所では,主変圧一器を低インピ

図1 525kV,し200MVA低インピーダン

ス変圧器の工場試験外観

ーダンスとし系統安定度向上を図る必
要がある｡

このニーズに対し,日立製作所では東

京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所

納め525kV,1,200MVA低インピーダ

ンス変圧器を完成し,納入した(図l)｡

1.主な特長

本変圧器は同発電所5号機用の主変

圧器であり,先に製作･納入した同社

福島第二原子力発電所4号機用の主変

圧器と同一電柱,同r一客量であるが,

低インピーダンス仕様(15%-･12%)と

なっている｡

低インピーダンス仕様に対し,最新

表l 主な仕様

の設計･製造技術を用い,世界最大級

の超大形鉄心および過大容量非分割円

板巻線の鉄機械化技術を導入して,大

幅な壬員失低減を実現した｡さらに,こ

の円板巻線には富サージ侵入時の巻線

電位分布改善を目的としたCC(コンデ

ンサ カップリング)シールド技術を適

用し,大容量器に貴通な転位電線を用

いた連続円根巻線とすることによって

信相性の向上を図った｡

2.主な仕様

本変圧器の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 電力事業部)

項 目 仕 様

形 式 内鉄形送油風冷式

容 皇 l′200MVA

電 圧 一次:18.525kV

二次:【丁550-ト1537.5-R525-l1512.5kV

周 波 数 50Hz

インピーダンス lZ%

G3/G4変換1SDNファクシミリアダプタDi3
日本電信電話株式会社によってINS

ネット64のサービスが開始され,いよ

いよISDN時代が到来した｡ISDNのメ

リットを最も有効に活用できるメディ

アの一つとして,G4ファクシミリが注

目されている｡G4ファクシミリは,64

kbpsでの高速電送による通信時間の短

縮,エラー再送による高信頼性という

大きな利点があり,今後ネットワーク

の拡大によって大きな伸びが期待され

ている｡

ここで紹介するDi3は,現在電話網で

使用されているG3ファクシミリをその

ままISDNに接続して,G4ファクシミリ

として使用することのできる,G3/G4変

換ファクシミリアダプタである(図1)｡

区= G3/G4変換ISDNファクシミリアダプ

タDi3の外観

l.主な特長

(1)通信コストの削減

本品では,G3ファクシミ

ータをメモリに蓄積した後,

で高速電送するので,従来,

リからのテナ

G4モード

約20秒か

けて送信していた原稿が約3秒で送信

可能となる｡このため,通信コストが

削減でき,特に遠距離通信での効果が

大きい｡

(2)多彩な通信をサポート

INSネット64は,現電話網と相互乗

r)入れをしているので,Di3問およびG

4ファクシミリとの高速通信のほかに,

従来同様G3ファクシミリとの通信や電

話による通話も可能である｡また,1

表l 主な仕様

回線に複数端末(最大8台)を接続して

有効に利用することもできるので,多

彩な通信が可能となる｡

(3)高信頼性

G4モードのエラー再送機能によって

誤りのない通信を実現できる｡さらに,

正確な通信料金が記録される通信管理

レポート,送れなかった原稿の一部を

付加した不達レポートなど,通信管理

機能も充実している｡

2.主な仕様

Di3の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 情報通信システム事業部)

項 目 仕 様

適 用 回 線 lNSネット64

適 用 装 置 CCITTG3に準拠したファクシミリ装置

主走査線密度 8本/mm

‾■‾篭り走査線密度 7.7本｡/mm,3.85本/mm

文書サイズ B4,A4

メモリ容量 】Mバイト

使 用 電 源 AC100V±10%,50/60Hz単相

消 費 電 力 約40W

概略外形寸法 幅250×奥行400×高さ100(mm)

質 里 約5.7kg
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二重萱萱垂至]
ディジタル形フォルトロケ一夕装置

従来の故障点標走装置としては,パ

ルスレーダ方式やサージ受信方式など

が用いられてきたが,結合コンデンサ

などの高価な付帯設備を必要としてい

た｡今回,これら付帯設備を一切不要

としたマイクロコンピュータ技術応用

のインピーダンス演算形ディジタルフ

ォルトロケータ装置を開発した(図l)｡

l.主な特長

(1)高精度な故障点標走

インピーダンス演算によって,直接

接地系用装置の場合,±1km以内,高

抵抗接地系用装置の場合,短絡事故時

±2km以内,地絡事故時±3km以内

の誤差で故障点を正確に標走できる｡

(2)経済性の向上

既存の保護リレー用電圧･電流変成

器に接続することができるので,設置

が容易である｡また,従来装置のよう

な系統側への専用付帯設備が一切不要

なので,現地据え付け工事費を含め総

合的に経済性が期待できる｡

(3)データセーブ機能の充実

マイクロコンピュータの記憶能力を

活用したデータセーブ機能を具備し,

これによる所定時間のI東結データを基

に,系統状態の把握,系統事故時のリ

レー応動把握が可能である｡なお,こ

の機能は,万一装置不具合が発生した

場合,不具合部のローカライズにも活

用できる｡

(4)低 負 担

計器用変圧器,変i充器回路とも負担

2VA以下であるため,設置に当たって

計器用変圧器,変流器の仕様見直しな

どが不要である｡

(日立製作所 電力事業部)

注:寸法

幅350×奥行450×

高さ2′300(mm)

図l 高抵抗接地系用フォルトロケ一夕

装置の外観･

ディジタル形PCM電i充差動リレー装置

重負荷送電線や多端子系統,ケーブ

ル系統の増大に伴い,電流差動原理に

よる送電線事故区間の高速除去が,い

っそう重要となっている｡また,近年

の情報伝送技術の発達によるPCM(パ

ルス符号変調)伝送路の普及とあいま

って,これを用いたディジタル形PCM

電i充差動リレーが送電線保護の主流と

なってきている｡これらの情勢を踏ま

えて,500kVから66kVまでの各電圧階

級の送電線保護に対応できるように,

ディジタル形PCM電流差動リレー装置

(図1)をシリーズ化した｡

1.主な特長

(1)本装置のディジタル形電主充差動リ

レー方式は,ケーブル系に対しては線

路充電電流補償機能の具備,抵抗接地

系の地絡故障に対しては零相電i充差動

方式の適用によって高感度検出が可能

である｡

表l 主な仕様

(2)適用系統は直接接地系で平行2回

線3端子,j底抗接地系で平行2回線5

端子まで対応可能である｡

(3)各端子の相電圧位相データを送信

L,電圧の位相比較方式による最適な

同期外れ検出保護ができる｡

(4)各端子電流情報のサンプリング同

期機能が,信号端局側に設けられる場

合とリレー側に設ける場合の両方に対

応できる｡

(5)従来のディジタルリレーの自動監

視機能に伝送系監視機能を加え,伝送

系障害に対しても,装置の動作信頼度

向上を図っている｡

(6)データセーブ機能により,系統事

故が発生したときにCPU内部で使用し

ているデータを?東結し,そのデータを

事故解析に利用できる｡

2.主な仕様

ディジタル形PCM電流差動リレーの

主な仕様を表lに示す｡

(日立製作所 電力事業部)

匡= ディジタル形PCM電流差動リレー装

置(直接接地系用)の外観

項 目 直 接 接 地 系 用 抵 抗 接 地 系 用

装 置 構 成
主川十主(2)十後備 3面 主＋後備 2面

盤寸法:幅700×奥行450×高さ2′300(mm) 盤寸法:幅350×奥行450×高さ2.300(mm)

電)充差動方式
PCM電流差動方式 PCM電流差動方式

(充電電流補償) (地絡は零相電流差動方式)

再閉路方式

単相再開路方式(l回線運用) 3相再開路方式

多相再閉路方式(2回線運用) 多相再閉路方式

(2由連系もしくは3相違系確認) (2相連系もしくは3相連系確認)

伝 送 方 式

伝送速度:54kビット/秒 伝送速度:54kビット/秒

(フレーム同期サイクリック方式) (フレーム同期サイクリック方式)

マイクロ波伝送 光伝送(OPGW伝送路)
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日立志朗手許

非晶質巻鉄心

1.本発明の背景

近年,非晶質金属磁性体を電力用変

圧器や計器用変圧器の巻鉄心に採用す

る研究が進められている｡しかし,こ

の非晶質金属磁性体は,製法上の理由

から板厚がきわめて薄く,方向性けい

素鋼帯のように板厚を厚くすることが

困難である｡そLて従来の方向性けい

素鋼帯と同様,これに表面絶縁皮膜を

施したもので巻鉄心を構成すると,鉄

心の占積率が恵〈なり,機器が大赦こ

なるという問題がある｡また,表面絶

縁皮膜のない非晶質磁性薄帯で巻鉄心

を構成した場合には,巻鉄心の層間を

子売れる渦電i充が増え,非晶質衣副生薄帯

本来の低鉄壬員の特長が‡員なわれるとい

う問題もあった｡

本発明はこれらの問題を解決し,高

遠j滋率,低鉄壬員の非晶質石釧隼薄帯を用

いて占積率が良く,かつ眉間渦電流‡員

の小さい巻鉄心を得るものである｡

2.非晶質巻鉄心の構成

図1の(a),(b)に示すように,本非晶

巻鉄心 質巻鉄心は表面絶縁皮膜を持たない非

晶質耳滋性薄帯の複数層ごとに,絶縁層
継目 として表面絶縁皮膜を施した厚みがき

1A

(a)

絶縁皮膜付き非晶質敵性簿帯

革帯
図l 非晶質巻鉄心の構造

表面絶縁皮膜

絶縁皮膜付き

非晶質磁性葛帯

{意晶質磁性薄帯

図2 表面絶縁皮膜付き非晶質磁性薄帯の断面図

わめて薄い非晶質磁性薄帯(図2参照)

を介在させている｡これにより,表面

絶縁皮膜を持たない非晶質磁性薄帯を

ブロックに分け,各ブロック間を電気

的に絶縁するように構成しているわけ

である｡上記構成によって,各ブロッ

ク内での渦電i充に対する固有抵抗を十

分大きくでき,占積率を大きく‡員なわ

ずに壬員失低減効果を上げることができ

る｡

3.特長･効果

占積率を大きく損なうことなく層間

渦電流を低減でき,小形で特性の優れ

た非晶質巻鉄心を得ることができる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特公昭63-7009号

｢巻鉄心+

サイリスタ変換器の保護装置

l.本発明の背景

サイリスタ変換器は,点弧位相制御

によって負荷に供給する電i充を調整で

きる｡サイリスタ変換器の点弧位相制

御はAPPS(自動パルス移相器)によっ

て行われる｡

サイリスタ変換器の直i充出力側の短

絡事故の発生によって過電流が流れる

と,サイリスタ変換器を過電流破損す

ることになる｡このため,過電i充が壬売

れた場合には,サイリスタ変換署削こi充

れる電流を速やかに減少させることが

必要になる｡

本発明は,過電手荒を速やかにi成少さ

せるためのものである｡

2.新制御装置の動作

新しい制御装置の構成は図1に示す

速度制御回路 電流制御回路

とおりである｡これまでの制御装置と

の違いは過電流保護回路が設けられて

いることである｡過電i充保護回路は次

のような操作を行う｡図2に示すよう

に,電流が時刻才1に過電i充検出値′占を超

えるとAPPSにシフト指令(出力電流減

少指令)を与えてサイリスタ変換器の出

力電流を減少させる｡電i充が時刻g2に設

定値以下になると,APPSにサプレス指

令(出力電流零指令)を与えてサイリス

タ変換器へのゲート信号の供給を停止

させる｡

3.特長･効果

(1)過電流を確実かつ達やかに減少さ

せることができるので,サイリスタ変

換器の破損を防止できる｡

自動パルス移相器

過電流保護回路

図l サイリスク変換器の制御装置構成
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図2 保護動作波形国

(2)サイリスタ素子自体の故障時に,

ほかのサイリスタ素子への事故波及を

防止できる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1371597号

(特公昭6卜5337号)

｢サイリスク変換器の制御装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式書患日立製イE祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3…(直通)知的所有権本部ライセンス第=部特許営業グループ
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論文抄録

ダイヤモンド工具によるAl合金

の鏡面切削に関する研究(第l
報)-バイト設定角の切削面粗
さへの影響一
日立製作所 前田幸男

精密工学会誌

53,10,柑5～け0(昭63一川)

ダイヤモンド平バイトを用いてAl-Mg

合金を切削し,理論面粗さと切削面粗さ

が異なる原因について述べた｡横切刃部

だけで切り屑が生成される正のバイト設

定角では,約0.1llm深さのむしれ発生があ

るが,負のバイト設定角では,横切刃部

で発生するむしれを後続の前切刃で削除

するため,切削面粗さは理論面粗さと同

程度となることを示した｡バイト設定角

が【0.1度以下ではばりが発生し,切削面

粗さは悪くなることを明らかにした｡

熟硬化性樹脂と金属から成る
積層はりを冷却した場合に生
じる残留応力の熟粘弾性解析
日立製作所 中村省三･金田愛三･他2
名

日本機械学会論文集A

53,493,柑13～18柑(昭62-9)

モデルとして粘弾性挙動を示すエポキ

シ樹脂と弾性挙動を示すアルミ合金から

成る二層の積層はりを取り上げ,高温に

保持したあとに徐冷あるいは両表面から

急冷した場合の冷却過程での熱応力およ

び変形を線形熱粘弾性理論から求めた｡

一方,実験によって冷却過程での変形お

よび冷却後の残留応力分布を測定した｡

また,この実験値を理論解と比較対比す

ることによって,熱粘弾性解析の必要性

およびその妥当性を明らかにした｡

SiC繊維強化Si3N4複合焼結体破
壊挙動のその場観察

日立製作所 坂本広志･児玉弘則･他l名

窯業協会誌

95,9,8朗～874(昭62-9)

Si3N｡に15vol%のSiC繊維を一方向配

列した複合焼結体について,曲げ試験お

よび繰り返し負荷試験を行い,クラック

の挙動をその場観察した｡曲げ試験では,

クラック発生時にクラックは数層の繊維

層を突き抜けるが,途中の繊維層で停止

し,負荷の上昇によって一層分ずつクラ

ックの進展と停止が生じ破壊する｡最大

応力の75%,310MPaの繰り返し負荷を

与えても,クラックは進展しない｡
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技 術 史 の 旅く川5〉 備中吹屋

続･美術館めぐりく111〉 石橋美術館

お詫びと訂正

前号,95ページ,図6の説明文中にある｢[コ箇所+は,
｢⊂コ箇所+の誤りでした｡ここに謹んでお詫びし,訂正
いたします｡
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